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▲ボー川史跡自然公園の夕日
(福沢英盃B=民撮影)

標津町民無季
わた<したちは朝夕国後島をのぞみ悠久の流れを
たたえる標津川の恵みに育った標津の町民です｡

健康で働き楽しい家庭をつくりましょう
自然を愛し美しい郷土をつくりましょう
たがいに助け合い嘩かい社会をつくりましょう
心を豊かにし文化を高めましょう

子どもの夢を育て平和な町をつくり



年頭にあたって

標津町長

小田桐四郎

ございW.

IEi T比の怖楳'明けまして.お

めでとうございます｡

卿かしい昭和八卜　叫の糾作

を竹さんとともに迎えることかできました二とは､このーたい
=:I:ぴてありますo

=1六日､剛山行化のご之掘

により叫政を川TすることにtJTて日米､;--i†1が拙さましたo雌津M M紀へ　｢淵Jかれんでいて山かった｡そんな=}:ぴを"…り人=えるまちつ-リ｣をスローガンに叫此を帆.目してまいりまLi'が'この刷叫.ii竹雌

が

の深いご理畔とお力LyiをいただきまLLJことに対しまして出心より感謝を申し-ける次郎でありますo

M牛は､本則の兆幹将菜であ

ります怖腿業か抑LJな試練に121両した牛でもありますo乍川の件礼隼〝;は前句より･LE:㌔伸びまLi'が'1孔､礼製nmの㌫柴不払ちどにより､細見として叫雌過剰の北態となり､パターたどはれ沖が急増していると純
}jされております｡淡に滋鳩十

へきことでありまして､この情況をよ-分析し､1礼'孔製=仰の…日朝船人に.柄'･;ハ剣に恥り納まちけれほら･rちいものとはいます0

本叫の漁S崩は､根;類似であ

りますホソキ､ホタテ漁が､地場柁=;の･=)戊にょ[て油性==･もit<･:止し仙朋に州移しておりますJ

まLJ､さけ左mLeT｡滋もかごJ

ない故紙=叫を退城することができ､什二,也.r加-光琳に肘…彬S=をりえへ　むに　-∩:の日収日を柴した松津漁港の･.化収もみることができまLi'ことは､:-山件雌ととiに･):ぴに岬えませんo

また､林瀧の拙附ハについては

以前快速の蛾を帖せずにおりま

すか､〃勅ち施仙火の城川に深く思いをしている･Jのでありま+'
`カ､鵜-綿横非はMJの日

高､ドル:LLSの彬鞘をT･.*け小桝の速度を仰しっつあります.
このようち取しい利へ蕊..I.g境の

中にありますが'叫はTS=様のご和解と二代,力によって､本勺は卜中の故日と　-=憎日を投現した公共卜小∨山が`祁供〓されます｡

このほか､叫LJの文化の暇甥

として日朝されております町比文化センターが'小火公は鮒横に僻兆して､和利八- `i･ij符丁'八卜　勺岐･:化hkを.-定させていたLJいております｡=勺･:～収しまLLJ雌津川他端地坪さけます杓舶モデル兆地ととJに'ロマンあふれる　｢カムイ'チェノフの;-｣　の糾公園構想のKJ別を図り'小紙川空港～川北～さけますモテル鵜地～即日岨地心>〓然公相へと通じる処根不軌光ラインを化<:止し'見るたけでち-､終椛イへン-を也動させた体験する観光へヒ稚鵬させ､別をれ徽つけた仰仙留E･観光を-小山したいJJのと考えておりま+0

人､糾縦して火現しておりま

す=LZI絶入=幣仰モテル小米のTJ

/

施､森林総人目i=仙小瀧､抑松山
.=仙ノ八1:fI･=;た,I:･.･=･'.i･.:i

を赦しい綿満の卜ではありますが､促進してまいるt叫んであります｡

こ.小知のごとノ＼　人-日､舶し

ノ＼動-内外の淵情勢は､ますま
す深刻の畦を碓めております5

回の.〓別政改=}の断/日か'地

〃別政においても､外相小米の回付補助Trの引卜けが‖ハ体化され､地方紙の引締めをt.4けるなど､本叫においても川棚､糾山や情は柚めてきびしい状況ーにありますQ

二の厳しい現火を133服するた

めには'-川,T後に);)る`卜川紀を城S･した仰囲たる叫つ-りの力別を判‖さたけれほならないときであるとちえ､小1秋頃を目途に叫.3倍様の=#加とエ不ルキトを糾災した｢叫づ-リ
1糾総(=山川｣をつ-り卜けたい

と念即しておりますので'こ理解こ助力を賜わりますよう卿榔い小LIけます｡

終りに臨み､私の一川場の　端

を小し述へ'MJは什様のますますのご健勝とご多十を心から念じ､勺州の,)あいさつといたしますo



あけまUCおめでとう
昭和61年　元旦

〕

年頭にあたって

標津町議会

議長菊池十一

叫はの竹様には八州々御健脚の

うちに糾林をおやえのことと心からお目:･:び申し卜けます｡

:'luの皆様には日頃から､町
政の抑進について暖かいこ確解とご協力を賜りあらためて町-お礼を巾LLげるところであり

･･J-L･

叫叶は節.1次tIL粋人職終峨四

日勺の叶でありました｡

戦織雌鵬の小からの柏粥は川

iL外川の､日日を浴びてきまLiJか､光の､かげりか比えてきたようであります｡

川の=別政改叶の波か地方n

f=体に厳し-振りかかってきています｡

MHH的作の州政はことの外

:I

1叫鮒を柚めて-る心は明らかti15ことでありましょう｡

しかしながら､;Tは竹tI=のik

這､触利哨進を図ることが､=現小満の役目であり､議会のl=(任でありますo

今後においては､長期化する

経済不況の中で､妃に抗力のある町つ-りのため碓想の転枚を求め､努力せねはと考えているところであります｡

議会にあっては､減枠の伸長

と;比の如拙榊進､終群満;{のより`iE=の遊戯をH的とし､帆係機関と相まって､‖山人の効果があがるよう努力する枇りであります｡

それぞれの成果が総柄北柏旧の

櫛ijに努められ､そして拭洲ハされる的こそ'標津町に汀{力かハ触れ､判る-==仇か･な住みよいE:rlになることではないでしょうかD

Tk=利六卜　牛は本:Tのより一
iE=の甜進の勺として､E=政令地にわたり内裕の允･lJJにnm人S努力を細目する所付でありますから､左にとそ;,政に対するみなさんのより`桝のご叩解と､ご協力を賜りますようお暇いいたしまして､新竹のごあいさつといたします｡

1繋一帯　l雷

内　全　数町　l繁を上-橿鰻慎
〓川　交　雷t I.'L

新川LH内公(仰雌順　公長)

では､卜　;小に交'也も(･相｡州
L=板∴鵜を叫内行何に仙川[;LLま

した｡

このれ板の棚｡.=は'柳川-叫

<;の`般′敬虹から姫駐した･父通有仝標･｡州=-∩のうち'叫公役日と相川地3i:l山公地人目公に:　(廠常州代)'俳津門戦け派川一川k
(‖T;小心n氏)､交L=)甘乍悦公に(疋川紋`氏)竹･･が滞人目=;となり

卜八川を過日したものです｡

燃油は､｢シー-(ル-は･.S肱

を守る拙い川仙L iljど力:はかり
･父は小ーLlはくれくれJ〓=心を

してくたさい'



おめでとうございW.

年頭にあたって

標津町商工会

会長後藤一郎

厳しい中にi昭和人卜一牢の

斯らしい牛を'みなさまととiに迎えることができまLLJことをお慶び申しあげますo

平某､億｢全逓餌につきまし

ては町ならびに関係機関をはじめ'叫比皆様の深いご和解､ご協力を賜わりL>-御礼申しあげます｡

耶勺の川界相済の人流は､;

‖州ドル省に終始｡し､不況通性を焚えることな-､その流れからの脱出は胡常に州鮒であり､私=へをとりま-鞘椛i　段と厳しさを榊すものと考え･L^ければなりませんo　これらに対応するには介某月仙々のり-仙努力もさることながら､低い協川の力か必紫であると考えられますo

.んへ　サーモンパ-ク構州心､
燕別川さけ遡I r　さけの　本釣簡払拭泊一叫｢サケの･lg｣ヤーサケの故郷と令.川的に脚光をあひ､観光の町としての糊発かれl<に進みつつあります｡

観世､叶業の蹴輿は'漁紫･酪

氏姓々町の拡梓稚某の　聯ppあるとの〃仙縄を強くし､町付やi?のn照を守りながら観光的価佃をi==めてゆ-ことも深越であり全町艮がこれらに桃柚的に参加して.什-ことか必紫ではらいかと川心いますD

いま俄-二会は､地蛾に幣新し
か柑される帖仏い活動か安求され'それらに荊向きの態勢で枇槻的に努力を純けております0本～Tも引純き州柵な状況卜でのスタートですが､桁に新しい内外の情勢を比械め､小態に通人目した絹刈範を縄ずると=ハに､=火知を縦災して'あらゆる努力を傾目し､El山行付､他Ir業との協朋をinとし==55=をつ-して参りLJいと付じますので本勺もよろし-ご指鞘ご鞭比を賜ります械お職い申しあげます｡

終りに叫IiiE･=様の八州々のこ健

勝とご繁栄を怖念し勺地のご拭拶といたします｡

北稀薄小中学校受講費全指定学校に
北ぽf;小中り;校へ純に八日目:=

雄氏)　では､本.<T九日　目より`勺州'北-棚迫鞭巾呑=〓(ムの･父通滋乍研究指14･;枚と･Liりましたo

当校では､仝柁小槌敬川-八

打のほとんどか‖船中=)‥′･てあり､拭々杜絶とたきあわせの状況の中でや4 1している｡

このため'川叱水から. iY施して

いる｢‖帖車のte･il,'乗り力｣を研究経過としてとりあけてい
I:･･.

朋･Cは､｢:li(L:旭.㌧｣というこ

とて､父兄の協力のもとで-伏止か･;ら乍ヒンを回収し､その日L)縫令で･佼光蛍池.1T<･t /t･帆･==･をnい､令陀1従か通).十に-I;しています｡
八･織の舶り紺ふんに(.1いては

〓理へ州的ち仰究～･ly.山坂(･に(いて何か川:越か｡〓tl/態調七日-/快の=:棚減朋人目を′〓い､作に向



あけまUこ

J

M比の竹さん桝やかしい新中

を迎え､心よりお髄び巾LIけますo

帖の流れは3-いもので､昭利

Lハト咋代も`イー;に入り､激動
の帖代が紙いております.

本aJの　大伴業の.つである
出濃は術さんご承知の辿り'勺々厳しい情勢を迎えておりま+o

黙礼竹:EJ=tTのWハ満ハ刈象の

彬SS:をT,.<け､飲川孔の約位が伸び悩み､これに川中かかけられること-'パターが過剰小畑をきたし､八万ト/の余剰礼が出る見過しとなりました｡

この処印に､終礼装潔の努力

はもとより､我々叫産者も昭和hIM牛日米の全礼嶋田の実施を強いられた次f:SですQ

これと八日わせてハタ-の過剰

年頭にあたづて

標津町農業協同組令

組合長理事吉田　昇

舟仲的額対策にf･粍N:I;･)の柄背拡人遊動か城川されたところです｡

皆さんご存じのようにへ　‖1=近

は門砧益粥が純いており､酪農に及ぼす処が大で､謂外回の琳情を察知せずには考えられない災僻にあります0

本午も何の財政歳収支は十一

兆円のは偶発,Y:で小姓分の対仏するhL界寒もど厳し-､農林水産チ許も年々厳しい肺勢を迎えております｡
一方では情報化時代を迎え､

E鵬近は他界の怖報が綿密に報過
され'刑<;はもとより､世界の政治や経済とのかかわりを虹州税しては考えられない時代に入っておりますo

EC農某に追いつき'追いこ

せをモソトーに精進している今日ですが'農高産物の市場開放を強いられ'この局面をさけて通れない日本農業の弱きが浮彫されておりますo

このような内外情勢のもとで
農協系統組織では昨年十.月へ第卜八凹北和広農協大会を開き①足腰の強い北海退位業確枕へ

の実践方策
②うるおいのある農家作柄と健

㌔

煉管哩の線化力策
③協同泊動を恭本とする系統=比

協の釧織･経常低化対策

の末梢を決洩､巾う　う牛にわたって実現に努める方針が定められました｡

当農協も一昨年は郎務所･昨

年は-3舗とそれぞれ新築Lt　;3協の金融悪日もオンライン化が進み､今岡ネソトワークに加出しへ　剛比皆さんのご利川いたLJける金融店舗として'今咋川月よりスター-する選びとなっておりますo　又へ　作柄店舗におきましても当町の生捕物資確保の一翠を払う､地域に根ざした店
舗として'広-町民皆様にこ利用いただける様努めますので'ごE｡命の稗をお噸い申し卜げますQ

本町におきましても　l卜　叩

紀に向って､基幹産業の新陳代謝を阿りながら､厳しい情勢を乗り越えて行かねはなりませんo永久に続-､怨某のために=山井の努力を傾注して参るFL I存であります｡
n収後になりましたか､各位の

兆々のご隆目口を心からお祈り申し土け'新年のごあいさつといたします｡

けて研究していきます｡細A〓(紺(∩長州I;･=氏)より拙津E=和合細祉協議会に､山城したサケlF山卜本か布脚されました｡

このサケはt M内の川/滋虹

t=統保機川川仰･安保碓川棚･;卜`Lに枇･rれたほか､釧根f.;内の名人ホーム　(･ハ施化は)　にも川けられましたo

この日は､役場の職‖;か　ム=

の小にサケを‖州峨し､　〓かかりでMJ<;を回りましたが､川けられた･.#虹では'仙人然の御収=:iに大変=]:んでいましたC



あけまtJr

おめでとうございま1.

年頭にあたづて

標津町漁業協同組合

組鰯醇西山吉二

標沖町の皆様､新牛明けまし

ておめでとうごさいますo

昭利六卜`叫の桁布を､叫比

の竹様とともに健やかに迎えられました軒を心からお慶び小LLけます｡

さて､昭利六トキを掛りみま

すと'姫川の〃爪.れ動向は､ゆるやかではありますか卜朋の仰向にありますo Lかしなから故実側係においては目し‖川端調'日ソ漁業交渉による北汁故実の遜れむにははL･漁船漁濃の仲鮎による減船架か`小されるなど､榔越か山械し､非絹に厳しい状況卜の小で節隼を迎えておりますD

すいにしてT紺4日にわきまし

ては､姑抑淡紫でありますホタテ漁灘及びさけ左F;]紙器は､叫

をはじめ関係芥付のご努力と'こ指導こ協力を賜りまして順調に仰移しております水に対し盛心より感謝申し-げる次第でありますD

特に税目梁臓の人宗でありま

すホタテ漁濃は'地場稚拙による溌撒造りを.日ちい､年間漁粍
HWの=丁-ン体制矧巾に努力し

ておりますか､この判柴には多-の剛民終位からこ協力を頂いておりますことに対し深-感謝申し卜ける次節でありますQ

尚父､さけ･:止gt;_故柴につきま

しても叫及び側係終化の特段のご指蝉ご協力によりへ朋の良い=I期の-いわゆる銚もーか年々
多-SiI ｡推されて参りましたo

M勺は､T約4日別技以来末竹

有の漁獲.=･･.を速攻し､加-部門を中心にこれまた多くの方々のご協力を賜りまして厚-お礼申し上げます｡

変に標津川にはモデル本地と

してのさけます哨姉施設か建設され､煎別川とHt 'に観光賛Ljとしても衣紫な位置づけになることが期待されますo
又､標津漁港においては∵･L

五年の歳月を要し完成の遊びとなり､珊両施設も年々充実し､組人目貝1同古びに準えない次第であります｡

納入日は'将来の独英展望にij

却し'硬に資源維持噌人に努めると共に'秩梓ある操業と資槻配分を行ない漁民の相浦の牢:疋向Lを図りながら即の甚幹椎柴として組付目上ー･役職:;　体となり､油気ある剛つ-りに鋭悲努力いたしたいと存じますC

町比の倍様におかれましても
当約人n発展のわ'尚‥層のご指導ご支接を賜りますよう心からお暇い申ししける次節であります｡

こ家族共々先々ご健康で7qT多

い隼でありますよう衷心よりご祈念申し-げまして析春のご挨拶といたしますo



てr

歳
異義女イ

ン書】ユ

■■■

今年は韻牛D　拭.'といっても､

-ウ猛な-ラから狐のようなトラまで様々です.このインタビューは､町内に住む十二歳から八十川歳までの1ra(牛舛まれの方々に来年のホーフなどを結っていただきました｡(インタビューの内容)①自分の性格をどう思いますか②標津の好きなところ③標津の嫌いなところ④来年のホ17

才T( =叫L糾軌柁

高橋順子さん
(Fi7和37 10 25)

i}1･in.こ

藤本謙二さん
(昭和25　3　29)

J

②自然が素晴らし-'のびのび
している.

③小さい頃に感じた淋しい街'
さびれた街の印象が今だに抜けきらないo

④九州あたりを旅行してみたい
Lt流牙サークルなどで勉強してみたいし､色々とやってみたい｡

p=:11ト,lnL l

田中俊行くん
(昭和49 10 29)

①ほとんど暗い性格､だが'遊
ぶ時には明る-なる｡

②架気がおいしいo③特になし.④自分ではlpII糞使いを直したいo

①おっとり烈であるが気も知か②紫色は如きLJが-o③絢報･牛卜の人が余り好きで
はないo

④旅Hをしてみたい｡特に友達
同志(恋人?)で函館の夜景を見たい｡Ei --.･･f

①ガンコで人ザッパな性格o②自然が豊かで､海･山の串が
あり､なじみやすい街である｡

③住めば都｡④街の経済に活気があり'文化
度が高-なれば｡米年は'自己の充屯の牛にしたい｡

ん

Ij和建設勤務

椛木好夫さ
(大正15　5　29)

①おとなしいトラですo的にこ

らえる事が多-'我悼強い方じゃないですか｡昔は常そうだったですよ｡

②住宅も住みやすいし､退路も
良-なったoきれいな街になったですよ｡老人クラブも楽しみです｡

③特になし｡④魚がた-きんとれればいい｡

健康で長生きできればね｡そのために､できるだけ歩-ようにしてるんですよ｡

凄各

茶.ぶ冊の齢氏家

竹野知子さん
(昭利13　7　7)

①堅実刑で､おとなしい寅です｡②生まれも帝ちも標津だが'人
間味というか､人の良さかな｡

③柿になし｡④不景気の時代に'こうして仕

事があるし'毎年同じだが'事故なく　満足な生活ができればいい｡

息形iに住む

小野書四郎さん
(明治35 ll 20)

①寓'千里を走るといいますか
ら自他ともに認める気の強さです.

茶志骨に住も

谷#恭子さん
(大正3　6　25)

①気が短か-､ガリガリとして
短暇な方ですo

②忠類で生まれて'忠類で育っ
て'わしゃ何んも解らん｡

③･-‥④健康で'たっしゃで暮せれば
(少々耳が遠い)



柳沢教育長北海道教

育功績者表彰を受彰

昭和六トキ性北軸迫教;;f功紙
者に決定した剛毅育委‥〓公柳沢孜iE良の衣形式か､-　日　日午前十時一一`1.分から札幌山のホテルアカシアでY=われました.

当日は､琴/大人も同IL､

北海述教C=委‥‖合より衣形状ならびに記念=叩か脚られまLL)a

受･S哩由は'｢昭利　卜　牛以

来'主に教巾日放を通じて本池数行の推進に八､し､この川､･=L越しLJJL;政手腕をJつて…りL校毅

巾と利会数行の広純な分町にわLJり数々の某紙をあけ､判に山際交流の少ない地域にあってnらの軸外視的小の体俄を勺かして外人講師による巡回共謡純雌を申･):L校に批り入れ､多人の成果をあけた米紙は､叫･;はもとより今池外地から‖川-㌦佃されている｡

また､地域に根ざしたf･IE学

門を終…:1校に{忠Sさせたほか'犯跡･;然公帆の唯棚､文化財の保んに多人ち`‖献をLLJo
さらに､北拘迫町村教iEを‥〓

(Ji池人=全教巾山部公人､i-川叫
村約1'‖委〓公地4日会刷公kYrとして､小,;)の教巾伽帆ハに;献した功緋は減に人である　(項代5=

パンフレソトより披すい)｣との､1..

この肌は､梅坪全道外地より
十人かせ甥され､本町からは､那`回目(昭利　卜八vT)に､当時､標津刷上腰椎小J::h校長をされていた何勝福ムェ門氏(故人)か填朋されており､栄ある衷杉です｡

柳沢数行良は'こう語ってい

まLLJ｡｢今_山の受取は'仝-忠いがけない｡教行長の職を立午勤めることかできたのも町民の支ほがあったからこそ｡L)から私は､町に刈する･餌と考えているoJ本当におめでとうございますo

‖枇近､消火器の恐甥セールス
か横行しておりますo｢約日防ですが･･｣｢農協ですが　-｣｢法相が改IzIされへ`舶載虹にも消火器を拭かなければ‥｣｢消火燕剤の有効朋肘が切れていますo･｣などとlHいなから､通iL=Sより[=い価綿で訪刷販売を行なっております.

これらの業者は､物が高いL)

けてはな-､アフターサービスが他州かったり'保障期間が明ホされていないなど､充分注意しなければなりませんQ｢あやしい｣と感じたら､只う前に左LL]=へお問合せ-ださい｡

樵津消防粥

℡　■I∵`九℡`lL`LtJEC)

金山スキー場
オープン

令山スキ-域のケレンデが弧

長され､初級満からL扱者まで楽しめるよう配慮しました｡

また､せせらさの桝を改装し

食環七棚､払5=が叶他となり､

屑#しむことができますo

お問い人目わせは左妃まで●標津叫商-観氾課

(H h`八)`-　一

●食-;スキー場

標津病院年末年始休診の
お知らせ

12月28日　午後から休診

12月29日

i　　休　　診

1月5日
栄 1月6日から平常診療

※急患については毎El受付まTo

(I G　八)　:

●余山せせらぎの宿

(;　:　<)　;

電話番号の書き抜きを.〟
視しい人からい方二だいTL=･行72jL山犬から

住所録の幹岬をするとき∴芯｢､講用弓も

忘れげに,jitまとめておiきましノようo

講用にもあれてす､かけ槻違い1=Jfく

7(よL')請(才のて大変便利~Cすo

N T T根室標津電報電話局



念#.3.太政遡.3ができた
相律yT物保〃会標津とどわ^r

人放　(.==行朕朋代炎)　念仰の太地血糊が､叫･)i:･:プール棟に誌成しました｡T;ハ抑らしい地物の小で'/伐たちか`1けん命練習に淑んでいます｡

以前は'鍬習域がな-'公比
餅で.‖ったり､人=叶を借りたりで'人出を移動するにも=TT労｡堆い一叫で凍えながら練門していたものですo

別や'全日は､人人かL人'
/仇が十　人　(･ハ咋牡九人､五牛ぺ　人へ　川勺牡　人'一.咋舛

∵八)　ですo　外聞を通して､過

回　(　;糾し.叫糊)　の純門

がt H端近-なると細目になることもQ　州のレハ--リーは､

-　-らいあるうち'/伏た

ちか叩けるようにもったのは､
｢とどわら人鼓｣｢〓山鳩りれち｣｢大i=･仲人技｣｢祝い大成｣の四曲

ですo

代表の渋谷さんに許しをうか

がいました｡｢とどわら大政は､昭和MILM牛に発足して以来十六年経ちますがへ念噺の退場がi=来たので'標津の郷七芸能と

して　桝発披させたいし'永久に保巾することが私の夢です0人鼓は訓=爪に他俳にいいです｡
. iY際'畑:駒作朋の子供か'風

邪をひ-ことも少な-なったし仮にひいても'昭二むことが少な-なりましたよーと大鼓判o

とどわら人放ては公nを串集
しております｡EZ:r1内でのまつり

l

.山部はもとより､符<;外で'と
どわ^r大技のカ壮ちパチさばきを叩かせてみませんか0人参集内省)●小学校=年tlから大人まで寄

集します｡(杓に翁名)

●連結先

拭谷辰別宅　(　1-∴‥七三)

′㌔,

-　　l　　･

このところ　全開的に綱引き

熱がL封し　町内でも酪農青年を中心に静かなブームを呼んでいますQそんな中で｢第l凶町民つ･Ll引き入金｣が　T l月十五日に標津町絶食体育館で開催されましたo

この日参加したのは-.チ-

ム　(男f九､攻71　)〇一チーム選手は八人で合計体帝は男子が九百六- ■キロ以卜､女子は制限なしでり-グ戦で競いましたo

知丁子遥リーグで勝ち残った

三チームが決勝リーグで熱戦を繰り広げ､マチ.番の力持ちは
｢川北オックス(桜井幸雄監督)｣

となりましたo二位には､北標津ストロングス(小笠原勉監督)がとにか-'この二チームは群を抜-強さで他の追随を許さない｡このチームの対戦では'山本目は一分半におよび､手に汗を樫る横磯｡観客は'総立ちとなり､館内は緊張と興奮のルツボo

優勝したオックスは､管内農

協連の主催する｢ニッシンカップ｣で'昨年は二位､今年は三位と常に上位入賞を果たす強豪｡

年間を通して練習を細んでおり今入会は､優勝候補の神州にあげられていた｡
一方､女丁の部は､オックス

の婦人チーム　｢川北エプロンパワーズ｣が'チームワークの良さを見せ他を.jj勝o

今大会を主催した鞭ff香山会
では､この行市を恒列化したい考えがあり､休亜制限も`チーム六百キロまでとし'次_叫か･]は迫力満点の峨いが展開されそうですo

大会結果は次の通り｡
▼男子①川北オックス②北枕津ストロングス③川北ワリソカーズ▼女子①川北エプロンパワーズ②北標津レディース③弥化合



国民年金が
変わります

(鯛甜露の蓋)昭和･(-　勺川日から･;TJ施さ

れる柳川は叶令には､`卜歳からHI九歳までの人か､すへて加入することになります"これにより､日比勺食は'わが川の公的年令の-ム=として､=ハ旭の鵜雌牛令を支拾する榊･性に碓放します｡

したがって､出帆サラリーマ

ンや､その奥さんたちも減刑仙人とちるわけです｡

たたし､サラリーマンの収さ

んの保陥料は､り1勺令からまとめて拠目されるため'保純利を個別に納める必牧がありません0

-加入者は

三種頬に分かれます-

●第一号被保険者

〓本川内に=t1 -のある　人十歳

から=-九歳までの人●第二号被保険者

り竹斗令に加入している比例

のサラリーマン●第三号被保険者
サラり-マン　(那`=lJ被保険

i=)　の奥さん

1基礎年金は三種類です-

●老齢基礎年金

川比中食に　ー‖1以卜加入

していLJ人か六-六歳になっL)ときから支給されます｡●障害年金

加人前が､ケガや病′爪で柑S=

茄になったときに支給されますQ
1-戊前に仲TE満になったとき

は､　-歳からLj(折されます.

なお､人･までの陣TE如州牛食

は阿巾=非雌牛令に移.什されます｡●遺族基礎年金

加入･Tが化ししたときは､そ

の人に勺㍍を紺糾されていた了仇のいる奥さん､または/仇に女給されます｡

なお､4-までの川/.T令､狩

川/1食､小山叱れ･命は､遺族鵜雌勺令に移′〓されますD
t=し-は､勺令係でお.叩ね-

たさい｡

⑳⑳◎◎◎◎◎◎◎◎⑳◎◎⑳㊨弼福祉手当制度◎◎◎◎◎◎◎◎

が

変わります

現前.正俊の陣+l=のため､U

仲{=浦において常時介滋を必背とする方に支給されている　｢福祉手叫｣は'昭和六･L`牛EqH
一日から次のように改‖されま

すD▼新しい制俊について

(特別岬貸石寸fTV

二十歳以上のガで'潔し-

両度の岬E=のため､日常作柄において満畔特別の介機を必裂とする力　(何は年余･1=の継に絹Tする叩7:を`つい卜もっている力､又は､それと同じ朴也の状態にある方)　については､斗余の和無や和輔にはかかわりも-｢判別叩T=
b=TTLが支給されますD

この　｢判別抑T=粥丁}-｣　につ

いては､昭利六-　牛　日から山㈹:THの窓日で申肋を壕けHけております｡

(叩T=氾如州TT)

卜収未満の力で､巾性の

現　行〉　　く改　正　61 4 1〉

降り=のためへ　日常t･揃において粍時介確を必要とするガについてはへ　呪在の｢福flLTT｣とほほ同じ内界の　｢阿山=名如祁了当｣が支給されますo(祇祁手当　(経過桔it.))
､昭和六卜`午∴月末におい

て｢如拙丁当｣　の支給要作に誠Tしている二卜歳以1の力で'昭和六十一年四月一日以降､r陣専基礎年金｣も｢特別陣尊者手当｣もどちらも支給されない方については､呪力の　｢細心f当｣が引き絞き支給されます｡(=ハ通解lL;)

これらの手当は､引合柄別
施設に人F1 -している域へ日や'

何日か　定の鵜seIを超える場
人目など､女給されない場八日か

あります｡

▼溶断==について

人･回の制･iY改目に付い　｢判
別柿小=B=TT｣　の〃仙･lkJに川いる絶断==か､糾たに化<:tら九ますo

この　｢=別抑T=朽TT｣川

の治郎F=はへ　従来の　｢仙川ffIL川の冶断り=に'｢川比小食
(押j･=)｣川の治断｢=の柴糸を加えたJのとな(ております｡

:/小i.I･JJ/･;∵卜.け一､･｣.∴日柄については､触祁謙細祁係にお問い人目わせ-たさいe

斗lJBり肘.ヰ一石丁､l'T

l

(満しく巾性の仰`.l.

_ )のある方)

｢

初.T.JIJ_丁､l'r

(.rL度のIl･､7･r,i,のあるjJ )

州,f　;.-I



I

節税の　　サラリーマンと税金(その=

はなL　　還付申告について

炎の様に人目山何;令桝の人中に
･3じて､何日税紺を<･純免除し

たり､`分の又H.E分のを彬減

(サラリーマンの節税対策)
･.川和税にはいろいろな稚除(朔日枠除､税軸枠除)　がありますが'なかには年木調廿で控除できず､推定申山=で遠州を受ける域介があります｡①確i社中』=で受けられる所粥控除いろいろ-Iの田城幣枠除(串=川∴百〃円所

印控除)

消し-は､咋勺1　月∩K,｢･L船と税令｣　のコーナーをご覧下さい｡尚'この梓除は町民税に於いても同郷の所得排除が受けられます｡川稚拙枠臨地取や風水咋=､火災などの災詔や､ぬ雛や機紬などによって'朋℃家財'税食などの資産　(午柄に辿満必要でない資金を除-)に損害を受け､その梢書簡がその年に得LJ総所得金額の十分の山以卜であったならば､そのオーハ-した金額を所得から控除する制度ですo尚､生橘に通常

必紫でない梁:Lrとは､例えば別荊とか､{IG､F=州什俄などの様な件活にL_接必紫ではないセイタク‖…のことをいいますo純'火災などで¶宅か焼けた域介､火災保検食がおりてきたとしますと､その分は当然へ捕詐称から枠険しなければなりません｡②確定申』日で貿けられる税袖控除いろいろ･･例中途過職名の徽泉税循年の中途で退職し､その後就職しなかった場合.その間源泉されている税金か放って-る場合があります｡その総収入か九十〃H以rLであれば'全鞭競ってきますので忘れず還付申柄しましょうO川災害減免法の規定による所得の軽減､免除この方法は､災害によって住宅や家財について'その価額の二分のi以上の損書を受け'しかもその年の合計所得金額が六百万円以下の場合は'次に示した

したりする方法ですoi.火災などで爪七に抑T=をTI-ぺけた域(=先に述へた雑損押収とこの災り=減免法とどちらが川かというと､個々のケース(所

HJI T■木川.軸

乍軒l丸松

2'Jtの16')li.描

王だ丁の抑1ウナの-のIhML

糾､家族構成､災j･=の状況､被吉相仲-)　によって過ってきますので'税棉野火は､剛役場税雅課へご相談卜さいo㈱寄付食押除何や地方公共川体へ　割合始祉法人などの特定の何体に支目した寄付食や杓左の政i=献令で特定のものが.カMを超える域人目に皮けられる所得控除ですo稚除鞭の引算はt
fr輔耳妙L t　｢音読妙叫Wt等+

駈責苛1T EW妙韻o)25%｣　什0)Ti･
llr//･JL･/(...＼l＼､Jr昔　･l JJllJ=T..G認拝辞錬川ローン控除昭和六L l牛- `H I十`口までに昧両横四･Lpm以L百六十五が以下の住宅でl定の要件に当てはまるものを取得して､その取得のHから六ケ月以内に白分

以Lの勺分に限ります｡)にわたり'心太で胡功したけ険鰍を一川和税細からSF除するというJのですo紫句末潮解の終押日日蛾､爪却節作中q=い=､及び牛の鎖数朋(棉忠.象の〃のみ)　の拙州別脱はH.卜　‖(令)までとなっておりますので､お忘れのないよう宜し-お脚いいたしますo
(税稚休航課係　内線　･ハ芥)

n'る'I HL･八の両日､

叫相場S湖山紺仰､･-I'=711-の汁;岬職て竹る　｢･=･]仙人]')(板山桃
公人'川-八人)　か叫･･･=･ハLの狙i=老人.tJで､冬に仙えて窓にヒニールで〓貼りするというボランティアt･=刺を/HJた"

二卜∴.i/'｣.;･J:.=.=r､〓･iI･山

人ム　(会止fL I;･=代)　か地蛾Lg
州の山-を目指して川休　ホランティア.･=勅〟を拙｡==Lt M内の　川体(組織)　が1　回のボランティア.･=軌をし､地域の壕の丁を必紫とする弱粥の人々に丁をh･しのへてあげよう1lいうもので'それに九･り/〓[た･Jのです｡

町人と町利公如州協議会山の
速部の繋前文を､必引協:戊の冊√｢とびiJせボランティア｣とともに､IqJl;の約lH六トカノ川へ送刊しました｡



丹精込めた花を
ありガとう

⊂讐蒜竺竺
たなければちりませんD　冬E刈特に八机をつけることは､･:3る岬さ｢と掘収でしめ.rせ'紙甥でス/ポリおおうことが人切ですLTJとのことでした｡

またへ　水小　目の†米式には

サイネリアの化が'†濃1に配られるとの小でしたo

卜一日=日に､小梯川=出光`山

校(校代人橋催砧氏)　のt:祉と先舛方が､鉢榊の柁`･L鉢　(シクラメント=鉢､サイネリアLt鍾)　を杖津別役域に届けて-礼ましたo

この小文は=勺か,り1<施して

いるもので､.CW<;のお川浦になっている.川へlH鉢ほど配り､きれいな化を日比の方々に見ていたたこうと仲川されi)もので+oal内では､松津:1=3協にも届けられました｡

これらの化は'㍑･.T成代によ

るもので､柵まきから　lYかかりで月机込めて(;てあけiJものです｡川Tの九竹によると､｢シクラノンやサィネリアは､
.=jri･Vh･を嫌い､;i性も･,止に似

舘　に育　日

日体　…ー　成
丘月尭ケ　12鳩

:li:･:雌場桃に祉化は小の鳩ケ一日
体l';附　(武nlF郎)　が､-　‖I Eに･.e成しまLLJ｡

目し日から　‖　-　‖迄

の冬作IJ川を次のとおり州&:いたします｡

●平日の糊放‖Ⅶ〓　　　卜八時-卜九悶火-余暇‖　卜∴峠し.卜　叫※平日の利川は､剣必･火にfスポーツ少勺川､`触､指輔満の利川となります｡●｣･‖･餌日の糊放休即日とします｡たたし､川体
I.:i/=｣.T申･川tI･./]∵一班.J‥T..

利川を17=叫しますo(柁人目休作純か利川できない瑚人目に限るC)

撃での他'糾い人=わせはは(;体
内鮒まで　(l`　　　　:])

リスマスプレゼン-としてtmることにら[ておりますC

卜　‖一十.1日から一`卜.i;

までの`1;桝､役場の奥さん方で細織している弥it公　(小目榊悦/会長)　ではt H会々‥〓一`人

釧で'　人くらしのお勺鵠り

一離艦を訪問しました｡

油閃光では､｢お体はだいじょ

うぶですか､心配ごとは･ないですか｣ちど､近.;Seをたずねてお卜:Zのお茶を鵬りましたo

こS山川は'勺`､_･lJJ施する

ことになっており､川会ては､-　;にi'丁鮎の-つ卜をク

〓``日に樵津別川/

会へ辻松町会に･ヘム‥;　-八YTC)かり/･父/′東低　1mを回っ

ト　てクリスマスフレセントを羊し

仁けました｡

これはへ　心ちゃんから小･LLL

竹を対敏に′り:.〓かれているものですo　また､川日には抑人‥.卜‖八日. I.に刈し､人‥㌧祝をーけることにもTでいますC

｢...て1....h.∫...,_/.∫.-7､.√一_.∫.-".∫-∫/_‥1./../I...‥/I...∫.ヾ′......∫..三/_/.∫..1..P1.....PI.rPI.∫.丁一r T..∫.∫..一｢..てi

■



んあけ-苦しY

おゆでと-こぎい阜

償んで新森の

お･虐げi･けー書す

昨年中は､剛勢の発展のために多大のお力添えをいたLJき､人変

有難うございまLiJo

標津町∴耽紀の比かる未来を'七千二百町民の英知を結集して活

力と魅力溢る､理想郷を築いてまいりたいと存じます0

本午も変らぬご指導ご鞭接の程よろし-お願い申ししげますo

材わウすオ丸且

復啓戒心ぜ飼汐や･

鴨雷作霊に..1協力を-

lJ言十妄

除叫のシーズンがやってきま

したo

除雪作菜にあたっては'事故

を防T灯し､冬期交通の安全を確保するため'次のことについてご協力をお暇いします｡▼路卜恥申

路卜尉叶は､串の前後に雪が
残り'除晋作光に支障をきたすばかりでな-､吹雪の時や夜間には事故につながります.

やむを得ず駐車する域令は､
赤旗などにより標示して-ださ▼スキー･ソリ遊び

退路の堆平の陰で､rどもが

スキー･ソリ遊びをしたり､急に路上にとび山したりすると､除雪車との事故につながるので

退路糊辺でのスキー･ソり遊びをさせないようにしてくLZさい｡▼掩根のキル=め

槌松代やつららなどが少退-

に自然洛ドLt　人命にかかわるおはを研いた例があるので､括
lTTの危険かある場合は､椙根の

巧卜ろしなどをして'安全に注志しましょう｡▼退路の訳まっL)倣川

南僻などで'推}.の隙に向=W

や器物をみだりに放嗣していると'除やTT作文により川傷することがあり､まL)､少朽月の通.爪への支SL･ともなるので､｡;3まった道路使用をしないようにしてくL)さい｡



∬北方積土∬ってなんだペ

ほほ川じ-らい

③北方領土の自然(革候)
丁払列島及び北方細七の西側

はオホーツク海に､火側は太平汀側に而していますo
この海域は'暖流の日本海流

(Hl州潮)　と寒流の†払海流(鶴潮)　が飢候に大きなえいきょうをあたえていますo

気温は､海洋のえいきょうを

受けるので､冬でも#,さはそうきびし-ありませんo

冬の平均気温は､れい下;渡

か六度ぐらいで'これは根富と

です｡

しかし､l髭の

気温が月平均卜度以卜にのほるのは､｣ハ日から十月までの⊥ヵ‖糊L)けで､八月でさえ平均卜六度-らいて+o

これは'海詣(ガス)　のため

日照時間か少な-､そのうえオホーツク海から冷たい凪が吹いてくるからです｡

海霧(カス)　は､冬はほとん

どなく'三月ころから発生して六月から八日にかけてもっとも多くなります｡

康

ホンコンA判ウイルスが'猛

威を板い″インフルエンザ〟が全国的に流行していますo

お正円に入ると､テレビで夜

ふかし･新年会など不規則も生柄になると体力が低ドして｢ウイルス｣にねらわれやすい状況にちります.

外山から帰ったら､丁洗いと

うがいをし､充分な休息と栄藩をとって体力を保持して下さいo
八･_ローは川日払U-31ト-まで行

なわれた､耶2MHの成人病検

詮の結果についてお知らせしますo

標津町内を十七ヶ所巡別して

検診し､全部で一一百二･1一.名の受診名がありましたo(受診された方御=t=労様でした｡)そのうちもっと詳し-椎禿する必要のある方(.1次検診)　が七IL名となり､受診者の三十二%､すなわち三名に山名の力に何らかの異満が見られています｡

次に､.次根治についてです

か､　次検絵の受診者は五十六令でした｡そのうち､成人病の巾のひとつとして市要視されている,‖川血〓妹　(又はその疑い)が.`･｢八部の力に発見されました｡これは安治者のうちの人卜八%にもあたり'全体の半分以上を越えています｡

･r覚なしに〝しのびよる成人病〟を発見するには検診が硫安な役割を果しますo職場の検診人間トック･役場の検診のどれを利用してもよいですから､年

回は必ず検診を受け自分の健
嫌をチェックしてFさい｡

健康のことでの相談は'いつ

でも気軽に保健相油菜を御利川下さいo

j

成人病横言を2次検診の結果

1､　　　　　　　　㌧　　＼ rTL

｢ ~~~~ ~~~

klr妹すいZ

ト-一一-一一一一

≡.I.コレステロ-･JL

笥
∴
1 80新

)人で柁靴の柄'Jtが比-)かつてい

るのでnL,‖はのへの人軟です｡

>篠本姐設さんから手漂津小巾学

校偏["1,RIYl人へ　　　600 , 000円

>遠藤稔さんは標1即J体肖文化

振興非金へ　　　　100,000llJ

>概辺･,･Y J'さんは香典返しをl兆

して村会手話利二協流会へ

>F.I_'友標津文1･)iはhTTd力賛食とし

てネl会も'r'i祁協.満会へ

>LIl概ミitrPlJ ･中標津ロータリー

クラブJはlユ妃末助け介いに

ヽ4,T,津漁業1如粥は介はィ,Ti津MJ老

-八愁いの雀にテレビを一糸RLYl

お誕生おめでとう

おtJ:まえ　　住　所　保..壁YI-

抑11人　則　抑Il1剛　1

本　　X:火炎,1､i'呈　ギ　■.J

先非　修､1′　川I Mj　丈IIJJ

収本i一!一也　桜木町　椎　伐

おくやみ申し上げます

おなまえ　　住　所　年　令

野本キーfj3(　弥栄町　　55

#山寺　文EJl ,(.一　多軸　　50

渡辺　榊関　北.【.多糠　　61

).目刺儀的Il l了　田j　　83

11Ilu'日かL〕12日151ほでの届.Ltll分

(Ll史称は略させていたたきました｡)

人口のうこき
60工f12H 1 E]tlヱ在

( 〕内所RlL',

世帯数　2,223世帯(十2)

人[コ　7.294人(+17〕

男　　3,621人(+9)

史　　3.673人(十8)

編集発行′慨津町住民生活部町民諜広矧系/標津町字標津3-5 ℡2-2131 ED刷/標津印刷株式会社


